
地域緩和ケア交流会 2026 
－ケアを必要とする人に、必要な時に、必要な場で、専門的緩和ケアを－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会場：日野原記念ピースハウス病院 2 階 視聴覚室 
神奈川県足柄上郡中井町井ノ口 1000-1 （駐車場：B 駐車場利用可） 

対象：医療・介護・福祉関係の仕事に従事している方々 

 

７月 8 日（水） 17：30－18：45 

テーマ：ホスピス緩和ケアの様々な提供形態と活用法 

     ―ホスピス見学とケアの実際について― 

【ファシリテーター】  

ピースハウス病院 診療部長 羽成 恭子 

看護部長 臼井 珠美 

９月 10 日（木） 17：30－18：45 

 テーマ：こんな時どうする？ 誰が、どんな役割を？ 

－在宅療養を支援する緩和ケア連携－ 

【ファシリテーター】 

ピースハウス病院 副院長 林 章敏 

看護部相談室 髙橋 佐和 

参加ご希望の方は当日会場へお越しください。参加費・事前申し込みは不要です。 

 
     問合せ先：日野原記念ピースハウス病院内 

           ピースハウスホスピス教育研究所 
電話  0465-81-8904 （平日 9：30～16：30） 

ホスピスは「終末期の人が入院する“最期の場所”」、「ひと月百万円かかる」「なかな

か入れない」そんなイメージをお持ちの方も多いのではないでしょうか。 

実際には、看取りを目的とした入院だけでなく、緩和ケア外来、在宅緩和ケアなど、様々な

利用法があり、24 時間 365 日、医師・看護師が対応し、医療費には健康保険が適用され、

高額療養費制度も適用されます。 

ホスピスの様々な利用法を活用しながら、緩和ケアを必要とする人に必要な時にタ

イムリーに利用していただくためには何が必要か。また、地域で活動する医療介護福祉関係

者が、互いの活動に理解を深め、どのような連携協力ができるのかを一緒に考えることで 

地域全体のケアの質の向上につながればと願っています。 
そこで皆様との情報共有、意見交換、学びの場として『地域緩和ケア交流会』を企画させて

いただきました。皆様のご参加をお待ちしています。 

 

 

  

 

 


